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第１章 計画策定の沿革・目的

１ 計画策定の沿革

史跡長久手古戦場は、天正 12 年（1584）4 月 9 日、織田信長亡き後、天下取りを目指す羽柴

（のちの豊臣）秀吉と織田信雄・徳川家康が戦った「小牧・長久手の戦い」の主戦場地であり激

戦地である。また、天下を目指した秀吉と家康がたった一度直接対決した戦いとして、日本史上、

重要な位置づけがなされるものである。長久手とその周辺を戦場とした戦いは「長久手合戦」と

称されている。

昭和 14 年（1939）9 月 7 日文部省告示第 410 号、史蹟名勝天然紀念物保存法第一条により、

「長久手古戦場 附 御旗山 首塚 色金山」として、国指定史跡に指定された。その後、土地

形状の変更により、昭和 40 年（1965）12 月 10 日付け文化財保護委員会告示第 66 号により、一

部指定を解除されたが、その他の史跡地は、地元有志等による手厚い管理がされてきたことによ

り、現在も当時の野戦地の様相を想像できる環境が残されている。

このような中、史跡長久手古戦場を取りまく環境は大きく変化し、周辺の住宅地化や大型商業

施設の立地が進み、また、指定地を含む古戦場公園においては公園施設の老朽化に伴い、再整備

が必要とされている。

 これらの状況から、史跡長久手古戦場の価値を損なうことなく適切に保存し、歴史を活かした

観光資源としても活用を図るため、保存活用計画を策定することとなった。
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２ 計画の目的

 史跡長久手古戦場は、秀吉と家康がたった一度直接対決した天下分け目の重要な古

戦場にして重要な文化遺産である。

また、残された地形や史実を物語る「宝永の碑」、「明和の碑」、「明治の碑」などの

遺構、それを大切に保存してきた地域の人たちの歴史がある。

このような史実と保存の歴史を持つ史跡長久手古戦場を取巻く環境は、周辺の住宅

地化や大型商業施設の立地など著しい変化がみられる。

本計画の策定は、史跡長久手古戦場の本質的価値や構成要素を明確にし、将来にわ

たって良好な状態で確実に保存し、市民をはじめ、誰もが活用しやすい環境に整える

ことを目的とする。そのための保存と管理、整備や活用に関する基本方針を定めるも

のである。

今後、本計画に基づき、史跡を保存・活用するため、整備や活用に関する方針につ

いても充分に検討をすることとする。

現況を把握し、史跡を適正に保存するための保存管理の方針の明示

周辺環境の変化、市の将来像を反映した史跡の整備活用のあり方を検討し、魅力

のある歴史遺産としての活用

３ 計画策定の体制と検討の流れ

平成 28 年 10 月 1 日に「史跡長久手古戦場保存活用計画策定委員会」設置要綱を定め、

第 1 回「史跡長久手古戦場保存活用計画策定委員会」を同年 12 月 2 日に開催した。

「史跡長久手古戦場保存活用計画策定委員会」設置要綱及び委員等は次のとおりである。

史跡長久手古戦場保存活用計画策定委員会設置要綱

（設置）

第１条 国指定史跡長久手古戦場附 御旗山 首塚 色金山の保存活用計画（以下「保存活用

計画」という。）を策定するため、史跡長久手古戦場保存活用計画策定委員会（以下「委

員会」という。）を設置する。

 （所掌事項）

第２条 委員会の所掌事項は、次に掲げるものとする。

（１）国指定史跡長久手古戦場附 御旗山 首塚 色金山の保存に関すること。

 （２）国指定史跡長久手古戦場附 御旗山 首塚 色金山の活用に関すること。

 （３）その他保存活用計画策定に必要な事項
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（組織）

第３条 委員会は、委員９名以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者の中から、市長が委嘱する。

（１）関係する分野に見識を有する学識経験者

（２）地元有識者

（３）地元関係者

（４）その他市長が必要と認める者

３ 委員会には、助言者を若干名置くことができる。

 （任期）

第４条 委員の任期は、委嘱の日から保存活用計画の策定が終了する日までとする。

２ 委員が欠けた場合は、補欠の委員を委嘱することができる。この場合において、補欠

委員の任期は、前任者の在任期間とする。

 （委員長）

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選により定める。

２ 委員長は、委員会を代表し、総理する。

３ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員の中から委員長があらか

じめ指名した者がその職務を代理する。

（会議）

第６条 委員会の会議は、委員長が招集する。

２ 議長は、委員長とする。

３ 委員会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。

４ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。

５ 委員会は、必要があると認めるときは、委員会に関係者の出席を求め、その意見を聞

き、又は説明を求めることができる。

６ 委員会の会議は、原則公開とする。ただし、委員長が必要と認めるときは、委員の承

諾をもって会議の一部又は全部を非公開とすることができる。

 （庶務）

第７条 委員会の庶務は、くらし文化部生涯学習課において総括し、処理する。

 （その他）

第８条 この要綱に定めるもののほか委員会の運営に関し必要な事項は、市長が定める。

   附 則

 （施行期日）

１ この要綱は、平成２８年１０月１日から施行する。

（会議招集の特例）

２ この要綱施行後、最初の委員会招集は、くらし文化部長が行う。
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史跡長久手古戦場保存活用計画策定委員会 名簿

選出区分 氏 名 職名等

学識経験者 (大学関係) 瀬口
せ ぐ ち

哲夫
て つ お

名古屋市立大学名誉教授 

学識経験者 (大学関係) 丸山
まるやま

 宏
ひろむ

名城大学農学部生活環境科学科教授 

学識経験者 (大学関係) 山村
やまむら

亜
あ

希
き

京都大学人間科学研究科准教授 

学識経験者 (大学関係) 水谷
みずたに

栄
えい

太郎
た ろ う 愛知淑徳大学教職・司書・学芸員教育センタ

ー教授 

地元関係者 (観光交流協会) 鈴木
す ず き

孝
たか

美
み

観光交流協会会長 

地元関係者 (地元有識者) 田中
た な か

義和
よしかず

長久手市文化財保護審議会委員 

地元関係者 (地元関係者) 高野
た か の

晃二
こ う じ

前自治会連合会長・区長会長(H28 年度会長)

地元関係者 (地元関係者) 淺
あさ

井
い

延鋭
のぶとし

前岩作区会区長(H28 年度会長) 

地元関係者 (地元関係者) 川本
かわもと

勝男
か つ お

景行天皇社・富士社 氏子総代長(H28年度) 

地元関係者 (地元関係者) 川本
かわもと

 寿
ひさし

景行天皇社・富士社 氏子総代長(H29年度) 

オブザーバー 浅野
あ さ の

啓
けい

介
すけ 文化庁文化財部記念物課史跡部門文化財調

査官 

オブザーバー 松本
まつもと

 彩
あや 愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室

主事 
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４ 上位計画などとの関係

史跡長久手古戦場を含む周辺地域での上位計画及び関連計画は、以下のとおりである。

※上位計画及び関連計画で使用されている地図を使用する際、指定地の位置を加筆して

いる。

① 第 5 次長久手市総合計画（平成 21 年 3 月策定、目標年次：平成 30 年度）

基本方針の中で指定地に隣接する長久手古戦場駅周辺は、商業をはじめとする集客機能

や行政機能などを集積し、本市の新たな顔(シンボル・コア)として整備するとされている。

この総合計画は 3 つの主要プロジェクト計画があり、その一つである「リニモテラス構

想」の目標は、“長久手古戦場駅前にまちの新たな顔として「リニモテラス」を整備し、住

民の日常の暮らしを支え、訪れる人をもてなす空間を創出します。”とあり、長久手古戦場

の知名度や歴史性、古戦場公園の立地も生かした整備をするとされている。

「リニモテラス構想」および周辺 
の立地イメージ 

土地利用構想図(平成 20年度) 指定地を示す 
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② 長久手市都市計画マスタープラン（平成 22 年 3 月策定、目標年次：平成 30 年度）

総合計画を受け、まちづくりの基本目標が下図のように揚げられている。

指定地が隣接する古戦場駅周辺は「シンボル・コア」として位置づけられ、上図のよう

な施策の方針が記載されている。またこの中で古戦場公園については更なる施設の充実を

図るとともに、「シンボル・コア」との連絡性を高め、本市の歴史と触れ合う機会を提供す

るとある。

③ 第 2 次長久手市土地利用計画（平成 21 年 3 月策定、目標年次：平成 30 年度）

総合計画を踏まえて作成されており、その中で指定地を含む西部地域のうち、市中央部

は、本市の新たなシンボル・コアとして商業施設、レクリエーション施設、住宅等の立地

を図り、複合拠点の形成を進めるとともに、隣接地域を牽引する土地利用のあり方につい

ても検討を進めます。さらに、将来フレームの検討を踏まえた上で、その周辺部に対し段

階的な市街地拡大について検討を進めるとある。

指定地を示す 

指定地を示す 

将来都市構造図(平成 21年度) 
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④ 緑の基本計画（平成 22 年 3 月策定、目標年次：平成 30 年度）

緑地の配置及び都市緑化に関する方針の中で、長久手古戦場駅周辺におけるシンボル・

コアの形成にあたっては、古戦場公園の歴史要素も含め、本市の新たな「顔」としての景

観形成を図るとある。

長久手市の緑の基本構造図(平成 21年度) 

指定地を示す 

指定地を示す 

指定地を示す 

指定地を示す 

土地利用構想図(平成 20年度) 
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⑤ リニモ沿線地域づくり構想（目標年次：平成 21～27 年度）

愛知県とリニモ沿線の瀬戸市、豊田市、日進市及び長久手市が共同で策定した地域

づくり計画で、地域の将来像とまちづくりの基本方針が以下のように示されている。

⑥ 第 2 次長久手市観光交流基本計画

（平成 27 年 3 月策定、計画期間：平成 27～28 年度）

目標像として、

あったかいふれあいのある、居心地のいいまち 長久手

“住んでみて！ 訪れてみて！ いいまち ながくて”

基本理念として

魅力を生かしパートナーシップで進める「長久手観光交流まちづくり」

があげられている。

また計画に際して、市民や、観光交流に関わる施設職員、市民活動団体、商業店舗

の来訪者 20 歳代から 70 歳代までの男女約 130 人を対象にアンケート調査（期間：平

成 27 年 1 月）が行われており、市のイメージや今後の観光で重視していくべきことな

どが調査されている。



9 

 アンケート結果を見ると「市をイメージする

キーワード」としては、古戦場公園（指定地も含

むと考えられる）が 3 位と高く、また、「体験観

光で重視していくべきこと」では 2 位となって

おり、今後は更に古戦場などの歴史的資源を活

かした観光への取り組みが望まれていることが

わかる。

⑦ 長久手中央地区まちづく

り基本構想（平成 25 年 3 月

策定）

を 
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 これらの上位計画を見ると、各計画とも指定地に近接するリニモ長久手古戦場駅周辺を

市の新たな都市核（シンボル・コア）として位置づけ、整備して行こうとしているのがわ

かる。
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⑧ 古戦場公園再整備基本構想（平成 27年 3月策定）
 この計画は、総合計画などの上位計画をうけ、市民や市内の大学生の参加によるワ

ークショップ形式で計画されたもので、史跡地を含んだ古戦場公園の再整備に向けて

基本的な方針を検討したものである。

この構想に基づき、古戦場公園再整備基本計画（平成 29年 3月策定）を策定した。
この詳細については、別で示すものとする。

市民や大学生による検討会 

古戦場公園再整備の基本コンセプト 
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第２章 史跡長久手古戦場の概要

１ 史跡長久手古戦場の概要

（１）史跡長久手古戦場の歴史

天正 10年（1582）6月、織田信長が本能寺で明智光秀に討たれことを発端に、羽柴（の
ちの豊臣）秀吉と織田信雄・徳川家康が天下をかけて戦ったのが、「小牧・長久手の戦い」

である。長久手古戦場は両軍が激突した激戦地として知られている。以下に戦いの概要を

述べる。

小牧・長久手の戦い

 ◆発端

天正 10年（1582）6月、織田信長が家臣の明智光秀の手にかかり、本能寺で討たれた。
そのとき、信長の三男信孝を大将に、光秀討伐軍を指揮したのが、羽柴（のちの豊臣）秀

吉である。秀吉は、信長の後継者を決める清洲会議からしばらくすると、柴田勝家と対立

し、天正 11年（1583）賤ケ岳の戦いで破った。こうした中で、信長の次男信雄は、当初は
秀吉と友好関係をもったものの、信孝が秀吉に岐阜城を追われ自害した後からは警戒心を

もつようになった。信長の後継者の立場を事実上確立した秀吉に対し、不満を感じる信雄

は、織田家の同盟者であった徳川家康に助けを求めた。家康は、いつかは秀吉と対決しな

ければならないと考えていたので、これに応じた。天正 12年（1584）3月 6日、信雄が秀
吉に内通していた三人の家老を殺害したことで、「小牧・長久手の戦い」は始まった。

[ 出展；Ｈ21 年度長久手町郷土資料室特別展資料より ]
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◆主戦場は尾張に

秀吉そして家康・信雄の両者とも、当面は伊勢国、特に信雄の本拠長島城（三重県桑名

市）のある北伊勢を戦闘場所と想定していた。しかし、家康・信雄の予想に反し、美濃国

大垣城主・池田恒興と美濃国金山城主・森長可が犬山城（愛知県犬山市）を攻撃、落城さ

せた。慌てた家康は、池田・森の侵攻を防ぐため、自軍の一部を北伊勢から北尾張へ急遽

転戦。天正 12年（1584）3月 17日、羽黒（犬山市）まで陣を進めてきた森軍を、家康の
部将酒井忠次らが敗って、形勢を立て直した〔羽黒の戦い〕。一方、北伊勢では秀吉軍への

守りが不足し、信雄領伊勢国の南半分は、ほぼ壊滅状態となった。羽黒で敗戦したものの、

敵地犬山に拠点をもつことに成功した秀吉は、楽田（犬山市）に着陣、周辺に砦を築いた。

楽田から南方約 4.5km の小牧山（愛知県小牧市）に家康も陣を移し、近辺に砦を作った。
信雄も長島から小牧山に移った。両者の当初の思惑に反し、主戦場は尾張国内へ移り、お

互いが出方をうかがうという状況になった。また、諸国へもこの戦いの様相が伝えられ、

両将からの呼びかけに呼応し合戦に至った地域もある。秀吉方、織田・徳川方のどちらに

つくか。この戦いは、日本中へ大きな影響をおよぼした。

◆岡崎進軍

4月に入り、膠着状態を破って秀吉軍は岡崎侵攻のための別働隊を進めた。史記類をも
とにした通説では、この作戦の発案者は池田恒興で、「家康配下のほとんどの部隊は小牧

山にいる。今、家康の本拠地岡崎を突けば、家康軍に乱れが生じ、そこを突けば勝利でき

る」と提案。最初はこの案に賛成しなかった秀吉も、恒興の熱心さに押され、ついに承諾

したとされる。しかし、近年の研究で、事前の普請（工事）、行軍の規模、ゆっくりとし

た移動日程などから、この作戦は隠密行動というより、計画的で大がかりなものであった

ことがわかってきた。秀吉は、この案に主体的に介入し、自信をもっていたと思われる

が、結果的には、この作戦の失敗は秀吉の汚点となった。そのため「太閤記」では、秀吉

が恒興の案を「仕方なく受け入れた」と記され、後の史記がそれに従ったと考えられる。

4月6日夜半、①池田恒興・元助の父子、森長可②堀秀政、長谷川秀一③秀吉の甥で総大
将の三好信吉（後の豊臣秀次）の順で、約24,000人の軍勢が岡崎へ向けて進軍を始めた。 
※軍勢の人数には諸説ある 

◆岩崎城の落城

家康は、7日、遅くとも8日には秀吉方の岡崎侵攻隊の動きを把握、8日夜には自身が小
幡城（名古屋市守山区）へ進んだ。岩崎城主丹羽勘助氏次を道案内役とした榊原康政ら

4,500人の先発隊と9,300人の本隊が秀吉方を追撃に向かった。4月9日早朝、岡崎侵攻隊
の先鋒池田隊は、岩崎城（日進市）のそばを通りかかった。恒興は、岡崎への道を急ぐた

め、この家康方の城を攻めずに通過しようとしたが、岩崎城を守っていた氏次の弟丹羽氏

重らが鉄砲を撃ちかけてきたため、これを攻め落としてしまった。この城には、城主氏次

の姉婿で長久手城主の加藤太郎右衛門忠景も留守番に来ており、200名余りの城兵ととも
に戦死した。忠景41歳、氏重16歳であった。なお、長久手城趾は、現在市指定史跡とな
っている。※軍勢の人数には諸説ある 

◆白山林の戦い 家康軍の急襲- 
秀吉の甥で、当時わずか17歳の三好信吉が指揮する秀吉方の最後尾は、4月9日早朝、
白山林（尾張旭市）で朝食をとっていた。そこへ徳川軍の先発隊が背後から急襲。不意を

突かれた三好隊は、あわてて防戦に努めたが、ついに総崩れとなった。大将信吉は細ケ根

（長久手市荒田）付近まで逃げてきたが、自分の馬も見失って、討死寸前まで追い込まれ

た。そこへ信吉の部将の木下勘解由利匡が、自分の馬を信吉にさし出して逃し、兄弟の木
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下助左衛門祐久とともに、追ってきた徳川軍と戦って戦死した。なお、木下一族の塚は現

在も荒田に残っており、木下勘解由利匡の塚が市指定史跡になっている。 

◆桧ケ根の戦い  秀吉軍 唯一の勝ち戦-

       三好隊の敗走を知った秀吉方の第2隊の堀秀政は、ただちに桧ケ根（長久手市坊の後／
中央図書館付近）の丘陵上に陣を構えた。まもなく白山林で勝利した徳川勢が突進して

きた。地の利を得た堀勢は、接近してきた敵に鉄砲のつるべ打ちをあびせた。隊列を乱

した徳川勢に向けて、秀政は総攻撃を命令。堀勢の鋭い攻撃に徳川の先発隊は、多数の

死者を出し、大打撃を受けた。しかしこのとき、秀政はすでに家康の本体が東方に進出

しているのを知った。深追いは不利と判断した秀政は、急いで自軍をまとめて、北方へ

引き上げていった。 

◆仏ケ根の決戦

4月9日の朝、色金山（長久手市岩作色金／色金山歴史公園）周辺に着いた家康の本隊
は、続々と香流川を渡って、午前10時ごろ富士ケ根（長久手市富士浦）から仏ケ根（長
久手市武蔵塚の北部）、前山（長久手市城屋敷の東部）に陣を構えた。一方、岩崎城を落

とした池田恒興のもとへ、信吉大敗の報告がもたらされた。恒興は急いで馬首を返し、

すでに布陣を終えた徳川軍に対し、恒興は自分の長男元助を右翼に、娘婿の森長可を左

翼に配した。両軍は激しく戦ったが、勝敗はなかなか決しなかった。しかし昼ごろ家康

の本営に突進した長可が、井伊隊の銃弾を頭に受けて戦死（享年27歳）したため、戦い
は徳川軍が優勢になった。戦闘の終焉は、午後1時であった。池田恒興は長田伝八郎に、
子の元助は安藤直次に討たれた。恒興49歳、元助26歳であった。池田父子の塚は、現在
も国指定史跡として古戦場公園内に残る。 

◆和睦

      長久手の戦いで勝利をおさめた家康は、ただちに小幡城を経て小牧山に戻った。一方秀

吉は4月9日昼ごろ、楽田の本営で岡崎侵攻隊の敗戦を知り、すぐに大軍を率いて救援に
向かった。しかし、ときすでに遅く、龍泉寺まで進んだものの、そのころには家康は小

幡城まで兵を引いた後であった。翌10日には、家康はすでに小牧城まで戻っており、秀
吉軍は、なすすべもなく楽田にひき返した。その後、両軍は小牧・楽田周辺で小競り合

いをしていたが、4月下旬に秀吉が美濃国鵜沼（岐阜県各務原市）に移動すると戦闘地域
も尾張西部へ移った。5月に加賀野井城・竹鼻城（岐阜県羽島市）、6月に蟹江城（愛知県
海部郡蟹江町）で局地戦があったが、11月になると、桑名から長島方面へ攻撃した秀吉
と、長島城にこもる信雄が単独で和睦したため、大義名分を失った家康も兵を引き、約8
か月間にわたった「小牧・長久手の戦い」は、幕を閉じた。 

           この戦いで、信雄は伊勢国の大半と伊賀国を秀吉にわたし、事実上の敗北。秀吉は、旧

信長家臣団を自身へ臣従させ支配体制を再編成、翌年には関白となり全国統一を推し進

めていく。家康は、結果的に秀吉に臣従したが、その実力を全国の大名に認識させ、秀

吉政権下でも別格の地位を保ち、徳川政権樹立の足がかりを固めていった。 
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（２）史料等で見る長久手古戦場

ア 合戦図屏風

「小牧・長久手の戦い」、特に「長久手合戦」の様子を描いた合戦図屏風は複数存在す

る。最も早い時期に成立したといわれ、他の写本の基となったといわれるものに公益財

団法人犬山城白帝文庫所蔵の「小牧長久手合戦図屏風」（以下「成瀬家本」という。）が

ある。

※下表の合戦図屏風については、●印のあるものは長久手町史 本文編 付図に詳細

な解説がある。

表 合戦図屏風一覧

公益財団法人犬山城白帝文庫所蔵 小牧長久手合戦図屏風 

名　　　称 作成年代 所　　蔵 備　考

●小牧長久手合戦図屏風(副本)　　六曲一隻 江戸初期
公益財団法人犬山城
白帝文庫所蔵

成瀬家本の副本

　小牧長久手合戦図屏風　　　　　六曲一隻 江戸後期 松浦史料博物館 成瀬家本の写本

　小牧長久手合戦図屏風　　　　　六曲一隻 江戸後期 個人 成瀬家本の写本

　小牧長久手合戦図屏風　　　　　六曲一隻 江戸後期 三河武士のやかた家康館 成瀬家本の写本

　小牧長久手合戦図屏風　　　　　六曲一隻 江戸後期 東京都個人 成瀬家本の写本

　小牧長久手合戦図屏風(粉本)　　六幅 江戸後期 東京国立博物館 成瀬家本の粉本

●小牧長久手合戦図屏風　　　　　六曲一隻 江戸後期 徳川美術館所蔵 成瀬家本の写本、一部改作

●小牧長久手合戦図屏風　　　　　六曲一隻 江戸中期 大阪城天守閣所蔵 徳川本系の写本

●長久手合戦図屏風　　　　　　　六曲一隻 江戸中期 豊田市郷土資料館所蔵（浦野家旧蔵） 成瀬家本の写本、一部改作

●小牧長久手合戦図屏風 江戸中期 名古屋市博物館所蔵

※●の作成年代は、「長久手町史　本文編」による。その他は、「図説　戦国合戦図屏風」2004年　（学研）を参考とした。
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大阪城天守閣所蔵 小牧長久手合戦図屏風 

徳川美術館所蔵 小牧長久手合戦図屏風 

豊田市郷土資料館所蔵（浦野家旧蔵） 長久手合戦図屏風 
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「成瀬家本」に見られる主要場面 

名古屋市博物館所蔵 小牧長久手合戦図屏風 

香流川

鴉ケ廻間

成瀬小吉正成 公御備(徳川家康) 

成瀬正成 

井伊兵部直政手 

信雄卿(織田信雄) 

井伊直政組打 
長田伝八郎 
(永井右近大夫) 

池田勝入信輝(恒興) 

森武蔵守長可 

池田紀伊守恒毎(元助) 
庄九郎事 

徳川・織田軍 

羽柴軍 

※平成 28年長久手市郷土資料室特別展資料に加筆 

安藤彦兵衛 
(帯刀直次) 
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『長久手合戦覚書』には、「御合戦場は中に通有て、道より御左の方は田、御右の方は

路切にため池有、それより御右の方はくほみにて是場よく、前後野原にて小松少々有之よ

し」と描写されている。下図は、現在の長久手市の様子である。

御旗山 

色金山から富士ヶ根 
（御旗山）に着陣 

銃撃された森長可 家康の旗印 古戦場公園推定場所 

香流川 

敗走する池田･森隊 

森長可隊を銃撃 
する徳川鉄砲隊 

仏ケ根池 

池田恒興討死 

池田元助討死 当時の植生が描
かれている 

※平成 28年長久手市郷土資料室特別展資料に加筆 

庄九郎塚
(池田庄九郎が討死したとされる場所) 

勝入塚
(池田恒興が討死
したとされる場所) 

武蔵塚
(森長可が討死したとされる場所) 

御旗山
(徳川家康が金扇の馬標を揚げ布陣
したとされる場所) 

色金山
(徳川家康が布陣し、山
頂の巨石を床机がわり
に軍議を開いた場所) 

首 塚
二本松塚

（平成 29年 12 月撮影） 



19 

イ 絵図など

『尾張名所図会』は、天保 12年(1841)に成立されたもので、尾張の名勝、古跡、風
俗、名産、神社仏閣などを絵と平易な文章で説明した地誌である。前編は名古屋・熱

田を含む愛知郡・知多郡・海東郡・海西郡の四郡を収録する。長久手市関係は巻之５

に散見する。その中で古戦場に関する絵図には、以下のようなものがある。

御床机石 

いろがね山(色金山) 

首塚 
武蔵塚 

池田勝入塚 

池田紀伊守塚(庄九郎塚) 
御旗山 

古戦場公園推定地 

御床机石 

富士ケ根 
(御旗山) 

首塚 尾張名所図会 巻之五より 
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尾張名所図会附録 三より 
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名所見物という感覚が、いつ頃から一般に生じたものか、定かではないが、江戸時代に

入ると、神社仏閣参詣だけでなく歴史の現場を見て、史的事実を巡りながら景観も楽しむ

ことが行われていた。長久手における史料としては、『鸚鵡籠中記』や『尾張徇行記』、『尾

張名所図会』があり、見物コースとしては古戦場全体を俯瞰し、勝入塚、武蔵塚などをた

どって色金山の麓にある安昌寺を訪ねるといったことが行われていた。

① 「尾州愛知郡長久手之邑」絵図 寛政 5 年（1793）
江戸時代に古戦場を訪れる多くの尾張藩士に供覧され、絵図で見所やその区間の距

離等が書かれている。

② 長湫古戦場之図 天保 11 年（1840）

御旗山 

勝入塚 

色金山 

武蔵塚 

庄九郎塚 

天保 11年（1840） 

寛政 5年（1793） 

色金山 

池田勝入本陣 

池田勝九郎

家康公御本陣 
富士ケ根 

森武蔵守 
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③ 近世村絵図

岩作村 万延元年（1860） 

石作神社 

安昌寺 

色金山 

長久手村 年不詳 

庄九郎塚 

勝入塚 

富士ケ根 (御旗山) 

武蔵塚 

檜ケ根 

杉ケ根 

高根 

加藤太郎右衛城址 
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御旗山 

武蔵塚 

勝入塚 

庄九郎塚 

長久手村 嘉永 2年（1849） 
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（３）地形図に見られる変遷

指定地やその周辺の地形を明治、大正、昭和と比較して、本来の地形がどうであった

か、いつ頃から現在の姿になったかを見ていく。

勝入塚(古戦場の地図記号がある) 武蔵塚 
二本松塚 

御旗山 

色金山 

床机石 

首塚

庄九郎塚 

■明治 44年(1911)[大日本帝国陸地測量部地形図に加筆] 

■大正 9年(1920)[内務省地理調査所地形図に加筆] 

針葉樹林地の表記がある 
庄九郎塚（墓地の表記がある） 

記念碑の表記がある 

墓地の表記がある 

勝入塚(古戦場の 

地図記号がある) 

拡大図

首塚

二本松塚 

拡大図

尾根状地形が北東 

に向かっている 

尾根状地形が北東 

に向かっている 
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■昭和 47年(1972)[ 国土地理院地形図に加筆] 
色金山 

床机石 

首塚 

勝入塚 

武蔵塚 

二本松塚 

御旗山 

庄九郎塚 

・長久手古戦場南側に県道力石･名古
屋線が整備され、大きな変化が見ら
れる。樹林の記号があることから、
地形は変わっていない。

・色金山･首塚西側は圃場整備がされ、
変化が見られる。

■昭和 38年(1963)[ 長久手村全図に加筆] 
色金山 

床机石 

首塚 

勝入塚 

武蔵塚 
二本松塚 

御旗山 

庄九郎塚 

・武蔵塚西側に道が造られている。
樹林の記号があることから、地形
は変わっていない。

拡大図

拡大図

尾根状地形が北東 

に向かっている 

尾根状地形が北東 

に向かっている 
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■昭和 54年(1979)[ 国土地理院地形図に加筆] 

色金山 

床机石 

首塚 

勝入塚 

二本松塚 

御旗山 

庄九郎塚 

・武蔵塚周りは、土地区画整理事業で山林
が宅地に造成され、地形が大きく変わ
ってきている。

・県道力石・名古屋線の開通により長久手
古戦場西側・南側は宅地化が進んでい
る。

■平成 18年(2006)[ 長久手町全図に加筆] 
色金山 

床机石 

首塚 

勝入塚 

二本松塚 

庄九郎塚 

御旗山 

武蔵塚 

武蔵塚 

尾根状地形が北東に

向かっている

拡大図

拡大図

・長久手古戦場・御旗山周辺は宅地
化が進み、周辺の様相が大きく変
化している。
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■平成 25年(2013)[ 長久手市 ] 
色金山 

床机石 

首塚 

勝入塚 

武蔵塚 

二本松塚 

御旗山 

庄九郎塚 

■平成 28年(2016)都市計画基本図 

・明治以降の地形図から見られる尾根線は、現在も残っているのが確認できる。
・明治以降の地形図を比較すると尾根の頂上は、現在も変わっていないのが確認できる。
・史跡地に接する西側の道路は、明治時代の地形図にも表記されている。
・長久手古戦場東側は、土地区画整理事業が進み、周辺の様相が大きく変化している。

尾根線 

■平成 28年(2016)現況測量図 

勝入塚 

二本松塚 

庄九郎塚 
武蔵塚 

御旗山 

色金山 

床机石 

首塚 

指定地との境界を示す 
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 区画整理前の地籍図

 勝入塚と御旗山は長湫中部土地区画整理事業、庄九郎塚、二本松塚、武蔵塚は長湫東部土

地区画整理事業により周辺部が大きく変わった。

勝入塚 

御旗山 

庄九郎塚 

武蔵塚 

図 －  土地区画整理地区位置図 

表- 土地区画整理地区の概要 

二本松塚 

事業名 面積(ha) 施工,認可期間 計画人口(人) 計画戸数(戸) 進捗 史跡関係箇所

長湫西部 158.9 昭和47～平成12年度 14,847 3,907 完了 完了

長湫東部 163.5 昭和48～平成5年度 14,463 3,806 完了 庄九郎塚・武蔵塚・二本松塚

下山第一 13.6 昭和53～昭和56年度 1,261 332 完了 完了

長湫中部 106.7 昭和56～平成16年度 8,822 2,757 完了 勝入塚・御旗山

岩作第一 4.7 平成4～平成15年度 342 114 完了 完了

長湫南部 98.2 平成10～平成19年度 5,100 1,910 完了 完了

長久手中央 27.4 平成22～平成31年度 1,730 692 施行中 施行中

公園西駅周辺 20.6 平成25～平成35年度 1,200 480 施行中 施行中

下　山 5.5 平成25～平成32年度 450 180 施行中 施行中
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字武蔵塚 4ノ 2 

勝入塚 

庄九郎塚 

御旗山 

字佛ケ根 19 

字佛ケ根 5 

字佛ケ根 12 

字武蔵塚 4ノ 1 

字武蔵塚 50 

字富士浦 41 

区画整理前の地籍図 

区画整理前の地籍図 

武蔵塚 

二本松塚 
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（４）写真に見られる変遷

指定地やその周辺の地形を昭和と平成時代の航空写真で比較した。

■昭和 23年(1948)[国土地理院地理空間情報ライブラリー 米軍撮影航空写真に加筆]

■大正 6年(1917)[香流川物語より] 

・長久手古戦場(武蔵塚を除く)は 
樹木があまり見られず、勝入塚 
周りにだけ樹林となっている。 

・また東側は畑地として利用され 
ていた。 

・武蔵塚は山林の裾野にあり、背 
後や樹林地となっていた。 

■昭和 53年(1978)[ 国土地理院地理空間情報ライブラリー航空写真に加筆] 

長久手古戦場 

武蔵塚 

勝入塚 

庄九郎塚 

御旗山

・長久手古戦場南側に県道ができている。 
・長久手古戦場西側は住宅地が増えている。

二本松塚 

御旗山 

長久手古戦場

武蔵塚 

勝入塚 

庄九郎塚 

二本松塚 

色金山 

首 塚 
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■昭和60年(1985)[ 国土地理院地理空間情報ライブラリー航空写真に加筆] 

長久手古戦場

武蔵塚 

勝入塚 

庄九郎塚 

御旗山

・武蔵塚周辺の山林がなくなり 
宅地化されている。 

・長久手古戦場西側の宅地化が 
進んできている。

長久手古戦場

勝入塚 

色金山

首 塚

武蔵塚 

御旗山 

庄九郎塚 

・御旗山と長久手古戦場間の山林が少なく 
なってきている。 

・長久手古戦場西側の宅地化が進んできて 
いる。 

・古戦場公園が完成している。 

二本松塚 

二本松塚 

■昭和62年(1985) 国土地理院地理空間情報ライブラリー航空写真に加筆] 
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色金山 

首 塚 

長久手古戦場

勝入塚 

御旗山

庄九郎塚 

武蔵塚 

・御旗山と長久手古戦場間の山林が 
なくなり、宅地となっている。 

■平成 2年(1990)[ 国土地理院地理空間情報ライブラリー航空写真に加筆] 

二本松塚 

■平成 28年(2016)[ｸﾞｰｸﾞﾙｱｰｽ航空写真に加筆] 

長久手古戦場 

御旗山 

勝入塚 

武蔵塚 
庄九郎塚 

二本松塚 

イオンモール長久手 

リニモ
長久手古戦場駅 

・長久手古戦場の 
東側に大型商業 
施設が建設され 
ている 
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■石碑で見る変化【 勝入塚 】

・石碑の横に松が植えられている。周辺に樹木 
はあまり見られず、見晴らしの優れた場所で 
あったようだ。 

・石碑の横に松が植えられている。周辺に樹木 
はあまり見られない。石碑の周りが石垣に変 
わっている。 

・背後の山並みが映っており、見晴らしの優れ 
た場所であったようだ。 

・明治 43年写真の松が枯れている。 

・周りに樹木が見られない。 

・石碑が樹木で見えなくなっている。 

● 明治 43 年頃
(「豊明･日進･東郷･長久手今昔写真集」より 2010 年[樹林社]) 

● 大正 11 年(長久手古戦場絵はがきより)

● 昭和 20 年代
(平成 20年度長久手市郷土資料室特別展より)

● 昭和 61 年
(長久手町史 資料編三 遺跡と 
考古資料より) 

● 平成 28 年撮影

・石碑周りの樹木が繁茂し、 

石碑が見えにくくなって 

いる。 
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【 庄九郎塚 】

● 明治 43 年頃
(「豊明･日進･東郷･長久手今昔写真集」より 2010 年[樹林社])

● 昭和 61 年
(長久手町史 資料編三 遺跡と 
考古資料より) 

・石碑入口前に松が植えられているだけで、 

周辺に樹木はあまり見られない。 

・石碑内に松の幼木が見られる。 

・勝入塚同様、見晴らしの優れた場所であっ 

たようだ。 

・石碑内に多くの樹木が見られる。 

● 平成 28 年撮影

・石碑周りの樹木が繁茂し、石碑が見えにくく 

なっている。 
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【 武蔵塚 】

● 明治 43 年頃
(「豊明･日進･東郷･長久手今昔写真集」より 2010 年[樹林社]) 

● 大正 11 年
(長久手古戦場絵はがきより)

・背後は山林となっている。 

・明治 43年頃とあまり変わっていない。 

・背後の山林が区画整理で無くなって、 

右側にフェンスが出来ている。

● 平成 28 年撮影

・背後にツバキの生垣が植えられている。 

・樹木が繁茂し石碑が見えにくくなっている。 

● 昭和 61 年
(長久手町史 資料編三 遺跡と 
考古資料より) 



36 

【 御旗山 】

● 平成 28 年撮影

・左上に大きな松の木がある。 

・背後に山並みが見える。 

・背後は樹林となっている。 

● 明治 43 年頃
(「豊明･日進･東郷･長久手今昔写真集」より 2010 年[樹林社]) 

● 昭和 61 年
(長久手町史 資料編三 遺跡と 
考古資料より) 

・樹間から遠くの景色がわずかに見える。 
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【 首 塚 】

● 平成 28 年撮影

● 大正 11 年
(長久手古戦場絵はがきより)

● 昭和 61 年
(長久手町史 資料編三 遺跡と 
考古資料より) 

・樹林が繁茂し、明和の碑が見えなくなっている。 ・樹林が繁茂し、明和の碑が見えにくくなっている。 

・石碑周りもすっきりしており、石碑が良く見える。 
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【 色金山 】

・床机石や石碑の周りが石柵で囲まれている。 

・周辺が樹木で囲まれている。 

・周囲に樹木が見られず、開けた場所であったようだ。 

・床机石や石碑の周りが石柵で囲まれている。 

・周辺が開けている。 

● 平成 28 年撮影

色金山歴史公園整備にあたり、平成 7 年に現状変更

の許可を経ている。

現状変更等の内容及び実施の方法

柵、石組等を撤去し、玉石縁石、植樹、及び史跡案内板を施す。

（市内部文書より）

● 明治 43 年頃
(豊明･日進･東郷･長久手今昔写真集より 2010 年[樹林社]) 

● 大正 11 年
(長久手古戦場絵はがきより)

● 昭和 61 年
(長久手町史 資料編三 遺跡と考古資料より) 

・背後の樹木が繁茂し、閉塞感を感じる。 
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（５）史料などに見られる「長久手合戦」の様相

「長久手合戦」の状況を、第 2 章で取り上げた「合戦図屏風」や「陣立図」などの絵

画的史料を用い、時系列上に整理していく。また、合戦の場となった現在の長久手古戦

場周辺と、合戦の布陣とを比べてみる。

① 合戦の布陣と進軍ルート

■ ｢小牧・長久手の戦い｣の概要

集英社ウィークリー・コレクション「週刊 絵で見る日本史 第 6 号」（2010 12／9 号）

“小牧・長久手合戦図屏風” 高橋修（茨城大学教授）指導を参考とし、作成した。

(1584 年) 

(1584 年) 

(1584 年) 

(1584 年) 

(1584 年) 
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■ 航空写真で見る「小牧・長久手の戦い」の進軍ルート

楽田城 

岩崎砦 

小牧山城 

大留城 

上条砦 

龍泉寺城 

小幡城 

白山林 

色金山 

名古屋城 矢田川 

白山林 
の戦い

香流川 

長久手 
御旗山 

桧ケ根 
の戦い

仏ケ根 
の戦い

岩崎城 

御嶽山

稲葉 印場 

大草村 

関田村 

篠木村 

池の内村 

柏木 

徳川家康･井伊直政 6,500
織田信雄 3,000

水野忠重･榊原康政 4,500

羽柴秀次 8,000

池田恒興･元助 6,000
森長可 3,000

勝川 

庄内川 

犬山城 

※この図は、『小牧叢書 16 【小牧山城】』・『史跡 小牧山整備
事業報告書（旧小牧中学校用地） 2005』小牧市教育委員会発
行、「瀬戸市 HP 歴史文化基本構想 まちめぐり資料 長久手
の戦い（天正 12（1584）年 4 月 6～9 日）隊制図」を参考とし、
「国土地理院地理空間情報ライブラリー航空写真」に進軍ルート
を記載したもの

羽柴軍は、小牧山から東側
の山中にある大草村や篠木
村から上城砦へ向かったと
推測される。（小牧山からは
山陰にあたり移動が探られ
にくい。）
一方、織田信雄・徳川家康
軍の進軍ルートは、小牧山
から春日井原を通り、小幡
城へ向かったと考えられて
いる。それは江戸時代の尾
張藩の公用道であった上街
道（木曽街道）に近いルー
トであったと推測される。

春日井原 
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・ 参考資料

●小牧叢書 16 より（P78）
4 月 7 日には二宮から池

の内村、大草村、関田村、篠

木村、柏井を通って上条村

に入りここに砦を築いて宿

営した。その広さは二里に

も及んだという。

●歴史文化基本構想(瀬戸市 HP より)
まちめぐり資料 

長久手の戦い（天正 12（1584）年 4 月

6～9 日）隊制図より

●「史跡 小牧山整備事業
報告書

（旧小牧中学校用地）2005」
P16 より

長久手古戦場
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② 「小牧長久手合戦図屏風」（公益財団法人犬山城白帝文庫所蔵）で見る長久手合戦

「小牧・長久手の戦い」、

特に「長久手合戦」の様子を

描いた合戦図屏風が複数存

在する。

その中でも最も早い時期

に成立したといわれ、他の

写本の基となったといわれ

るものに公益財団法人犬山

城白帝文庫所蔵の「小牧長

久手合戦図屏風」がある。

 この屏風は、合戦に参加

した成瀬家初代正成の活躍

を描いたもので、成立は 17 
世紀半ば、二代目政虎の頃

に制作されたものである。

屏風の構成は、一扇から

四扇までは徳川家康の本陣

や井伊隊など徳川軍の進撃

を描き、五扇、六扇に羽柴軍

の不利な戦いと敗走を描い

ている。四扇に秀吉方武将

池田恒興（勝入）が家康方武

将長田伝八郎に討ち取られ

た場面、五扇に秀吉方武将

森長可が眉間を撃ち抜かれ

落馬する場面、六扇には秀

吉方武将池田庄九郎（元助）

が家康方武将安藤直次に今

にも討ち取られそうな様子

や、池田隊・森隊の敗走場面

などが描かれている。
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四月九日午前 8 時頃
前山と仏ヶ根に布陣

四月九日午前 10 時頃

左翼

井伊直政、内藤正成、高木

清秀その北方を織田信雄

先鋒井伊直政が家康から預け

られた 20 人組鉄砲頭と鉄砲

隊の鉄砲 300 挺で応戦

森長可軍は壊滅

（長可、眉間から血を

流し討死）

敗走する池田・森軍

合戦の早い時間 堀秀政陣敗れる

色金山から富士ケ根に着陣

四月九日午前 8 時頃 四月九日午前 10 時から 11 時頃

池田恒興（勝入）斬首

池田庄九郎（元助）討たれる

堀秀政を打ち破った家康軍

■ 時系列で見る小牧長久手合戦図屏風（公益財団法人犬山城白帝文庫所蔵） 日時や戦いの様子は、集英社ウィークリー・コレクション（2010 12／9 号）

「週刊 絵で見る日本史 第 6 号」を参考とした

徳川家康 織田信雄

井伊直政

森長可

池田恒興

長田伝八郎

成瀬正成

安藤直次

池田庄九郎
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③ 陣立図などで見られる長久手合戦

この合戦の経過を示す地図の中でも特に大きく、絵や文字の情報が豊富な地図として、

享保 18 年（1733）に作られた「小牧御陣御進発之図」（和歌山城管理事務所所蔵）がある。

また、陣立書は特定の合戦を想定して、自己の軍勢を最も効果的に配置した作戦指令書と

いうべきもので、これを制定した者の花押または印章が据えられているのが通例で、様式と

しては「文章」の一種である。天正 12 年（1584）以前の中世の合戦では陣立書は作成され

ていないと考えられ、天正 12 年（1584）の「長久手合戦」の際に、羽柴秀吉側が作成した

のが始めと考えられる。（三鬼清一郎） 織田信長が発布した文書の中にも陣立書はない。

また、徳川家康・織田信雄連合軍側が作成した陣立書は知られていない。

■ ｢小牧御陣御進発之図｣（和歌山城管理事務所所蔵） 「愛知県史 資料編 12 織豊 2」より

■ 小牧長久手の戦い 陣立書  （長久手町史を参考に編集）
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 これらの図の位置情報に前出「小牧・長久手合戦図屏風」の絵画的シーンを重ねることで、合戦の状況を見てみる。

※図中の文字翻刻(黄文字)は、額田雅裕
「小牧御陣御進発之図の記載内容に
ついて」を参考とした。

註）この図は、集英社ウィークリー・コレク

ション「週刊 絵で見る日本史 第 6 号」

（2010 12／9 号）を参考に、屏風図に描か

れている場所を推測し、「小牧御陣御進発之

図」での布陣位置に当てはめたもの。
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④ 現在の地形図から推定される長久手合戦の様相

 前頁までに記載した位置情報を、現況地形図上に投影すると下図のようになる。

 合戦時の地名や地形がわかりやすいように、入手可能な最古地図である明治 44 年（1911）地形図を現況図と重ね合わせたものを使用した。

家康軍、前山と仏ヶ根の高地を占拠

色金山から進軍

森長可隊 池田庄九郎(元助)隊

池田恒興(勝入)隊

家康本陣

井伊直政隊

■「小牧・長久手合戦陣立図」（「小牧御陣御進発之図」）
を参考に、現在での合戦の位置を推定した図

十人鉄砲隊

九日未明岩崎城を攻めた後、

急遽反転して参戦

青線は、現在の地形線

黒線は、明治 44 年の地形図線

九日早朝、白山林の戦いか

ら敗走してきた三好秀次と

堀秀政が合流し着陣

榊原、大須賀軍

家康の馬印金扇を見て

堀秀政隊、退却

主戦場

▲高ケ根 

(御旗山) 
▲富士ケ根

▲檜ケ根 

▲杉ケ根 

▲前山

仏ケ根 

血の池 

仏ケ根池 

徳川軍 

羽柴軍 
九日朝、家康本隊着陣

織田信雄隊

「天正 12年(1584)4月 9 日午前」

「天正 12年(1584)4 月 9 日早朝」
青線は、現在の地形線

黒線は、明治 44 年の地形図線

▲高ケ根 

(御旗山) 
▲富士ケ根

▲檜ケ根 

杉ケ根▲ 

▲色金山 

色金山▲ 
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２．指定に至る経緯

史跡長久手古戦場は、史蹟名勝天然紀念物保存法第一条により昭和 14 年（1939）9
月 7 日に長久手古戦場及び御旗山、首塚、色金山が、以下の理由（説明）により国史跡

に指定された。

・天正 12 年（1584）小牧・長久手の戦いの主戦場にして激戦地点であったと認められ

ること。

・羽柴秀吉の先鋒池田恒興（勝入）、之助（庄九郎）父子・森長可と徳川家康軍が激戦

したところ。

・字仏ケ根に池田恒興、その南方の一段低い地点の字武蔵塚に池田之助、その西方約二

町（約 220ｍ）同字地内に森長可の墓があり、いずれも明和 8 年（1771）12 月建設

の石標及び各家子孫の建設による顕彰の石碑があること。

・字城屋敷は池田方陣地と伝えられ、鎧掛の松と呼ばれた老松があったが枯損のため

今は取り除かれていること。

・御旗山は、富士浦に高さ約 300 尺（約 90ｍ）の独立の小山で眺望に富み、家康の牙

旗を立てたところと伝えられ、頂上の富士社社殿の傍にその由来が記された石標があ

ること。

・首塚は、大字岩作の人家に囲まれた中に石垣を組み、宝永 3 年（1706）4 月建設の石

標、明治 43 年（1910）4 月建設の首塚碑があること。

・色金山は、首塚の北約 1 町（約 110ｍ）安昌寺の後方にある丘陵であり、南西に激戦

地を望め、丘上にある 3 個の自然石は床机石と呼ばれ、家康が戦況展望の際に床机に

かえたるものと伝えられ、宝永 3 年（1706）4 月建設の石標及び明治 43 年（1910）
4 月建設の碑があること。

 合戦後の江戸時代や明治、大正、昭和、平成と周辺の土地利用が大きく変わる中で、

合戦当時の地形がなぜ残されているのか、また、なぜ各石標や顕彰碑が建てられ、現在

も残されているかなどについては、『史蹟論』（羽賀祥二著）や『小牧・長久手の戦いの

構造 戦場論上、下』（藤田達生編）に詳細な記述がある。この資料によると、

「小牧・長久手の戦い」は、徳川家における幕府体制の起源を示す戦争とみなされ、

その意義が極めて高く評価されていた。特に徳川一門の有力大名尾張・紀伊両徳川家

においては、初代義直・頼宣以来、当主が「小牧・長久手の戦い」に強い関心を持ち、

資料収集にあたっていた。主君の戦争評価は家臣とも共有され、彼らが主体となって

古戦場整備などの戦争顕彰が積極的に図られた。

（『小牧・長久手の戦いの構造 戦場論下』を参考）

 その具体的内容は以下のとおりである。
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尾張徳川家における「小牧・長久手の戦い」の研究と顕彰が行われた。

・尾張徳川家初代徳川義直（家康の九男）は、藩領内に古戦場を持つ「小牧・長久手の

戦い」に強い興味・関心を抱き、古老の士に長久手での戦闘に関する質問を寄せてい

る。（『尾藩敬公事蹟』に記述がある）また、自ら古戦場に赴き、現地を踏査、その上

で景行社に太刀・鳥目を寄進し、同社及び八幡宮に対して、長久手での戦闘があった

4 月 8 日・9 日両日にわたる祈祷を行うよう命じている。

・二代光友は、寛文 8 年（1668）、老中に「長久手古戦場之御吟味」を命じて、仏ケ根・

檜ケ根等の戦場跡の山地に松を植え、代官は現況の絵図を作成し、また、道奉行福富

三郎右衛門親茂が「戦場之図」を作成し、光代の「上覧」に入れた。更に福富は、合

戦で戦死した池田父子と森長可の法名を刻んだ位牌を探し出し、それに偈頒を加えて

刻んだ標柱を建立している。（『天正征伐記』や『長久手物語』（安昌寺蔵）などに記述

がある）

・三代綱誠の時代にも古戦場の整備事業を推進し、古戦場に石碑を建てるべく計画した

が、途中で死去し実現しなかった。また、二代、三代と藩主に仕えた福富親茂は、宝

永 3 年（1706）に色金山と首塚に石碑を建立した。（これが現在も残っている“宝永の

碑”といわれるものである）

・明和 8 年（1771）には、福富等の努力を受け継ぐべく、尾張藩勘定奉行人見右衛門・

小納戸役赤林孫七郎が、勝入塚、庄九郎塚、武蔵塚にそれぞれ石柱建てた。（これが“明

和の碑”といわれるものである）

紀伊徳川頼宣の「小牧・長久手の戦い」の研究

・紀伊徳川家初代徳川頼宣（家康の十男）は、「小牧・長久手の戦い」の経過を箇条書き

に書きまとめ、兵法に照らし合わせて論評を加えた合戦記『長久手合戦覚書』（内閣文

庫蔵）を作成している。また、頼宣の命で編纂され、幕府と紀州東照宮に進上された

徳川家康の一代記『創業記考異』がある。それに附随するものとして「小牧・長久手

合戦陣立図」（小牧市小松寺蔵）は、合戦の両軍の展開を地形描写の上に落としこんだ

もので、縦 80cm、横 158cm と大きな配陣図である。〔※享保 18 年（1733）の「小牧

御陣御進発之図」（和歌山城管理事務所蔵）は小松寺蔵本よりさらに発展した段階の合

戦像を再構成している〕

 頼宣は、戦闘のあった 4 月 9 日を「佳節」と定め、毎年その日には「近習諸臣」を

前に自らこの戦いについての講義を行っていた。

江戸時代には、尾張・紀州徳川家により上記のような合戦の研究や古戦場の保護、整

備が行われてきた。明治時代に入ってからは、敗戦した池田恒興を祖とする池田家子孫

により顕彰碑が建てられた。（これらは“明治の碑”と呼ばれている）

顕彰碑は、恒興の十六世、孫で徳川慶喜の五男である貴族院議員侯爵池田仲博（輝博）

が明治 24 年（1891）に建立したもので、勝入塚、庄九郎塚に残る。石碑建立の契機とな

ったのは、『小牧・長久手の戦いの構造戦場論上、下』によると、明治 17 年（1884）に

行われた恒興三百年祭で、祭典の主催者でかつての岡山藩主池田茂正が「殉難諸士及旧

高功諸臣裔孫」に対して、広く詩文や和歌を募り編集するように命じ、これにより刊行

されたのが『永懐余吟』（池田文庫）であり、それが石碑の建立へとつながったとされて

いる。建立から 7 年後の明治 31 年（1898）には長久手建碑地を遺族に払い下げて欲し
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いという願書が御料局長宛に出されている。（「長久手建碑払下之件 諸向未決」（池田家

文庫））

・払下願の場所は、長湫村字仏ケ根十九番地御料地、同五番地、同十二番地、字武蔵

塚四番地御料地、字城屋敷九〇番地御料地であった。これらの住所は、史跡指定当初

の住所と同じである。また御料地と書かれていることから、明治期には皇室所有の土

地であったことがわかる。また、江戸時代には尾張藩林であったことが『尾張徇行

記』（寛政 4年（1792）から文政 5年（1822））や「愛知郡長久手村絵図」（嘉永 2年
（1849））の記述からうかがえる。

参考資料

 右御料地之儀ハ、祖先池田勝入恒興、同紀伊守之助、其他臣下ノ者等、戦死セシ遺

蹟且建碑地ニシテ、荒蕪崩壊湮滅ニ帰スルヲ患ヒ、古蹟保存ノ為メ、既ニ無期拝借

仕候箇所モ有之候処、本年宮内省告示第一号御料地特売規定第二条第五ニ該当スル

モノニ付、御払下ノ儀相願候条、御許可被成下度、右御料地図面相添此段奉願候也

 明治三十一年二月 

  東京府武蔵国南葛飾郡寺嶌村大字寺嶋千二百三拾七番地 

   東京府華族 侯爵池田仲博

御料局長男爵岩村通俊殿

３．指定の状況

（１）指定告示等

① 指定告示

昭和 14年（1939）9月 7日、文部省告示第四百十号により、以下の箇所が史蹟名勝 
天然紀念物保存法第一条に依り第一類の史跡に指定された。 

長久手古戦場 愛知県愛知郡長久手村大字長湫字佛ケ根 五番、一二番、一九番 －① 

同         字武蔵塚 四番ノ一、四番ノ二、五〇番 －② 

同         字城屋敷 九〇番ノ一、九〇番ノ二 －③ 

附 御旗山  同         字富士浦 四一番 富士社境内 －④ 

首 塚  同大字岩作字元門 四一番 －⑤ 

色金山  同字色金 三七番ノ一、内實測七畝十五歩 －⑥ 

※右側の○数字は下図の史跡地の位置を示す。 

・その後、同字城屋敷 九〇番ノ一、九〇番ノ二（現在の血の池公園付近）は、土地開発

により著しく改変があったとされ、昭和 40 年（1965）12 月 10 日付けで、文化財保
護委員会告示第 66号により指定を解除された。 
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図 -  国指定史跡位置図 

④ 御旗山 

⑥ 色金山  

⑤ 首塚 

③ 城屋敷 

① 長久手古戦場 
（古戦場公園部分） 

②長久手古戦場
（武蔵塚） 

指定位置 

指定解除位置 
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② 地籍図

●長久手古戦場（勝入塚）
  仏が根 1202番

●長久手古戦場（庄九郎塚）
  武蔵塚 202番、武蔵塚 205番

●長久手古戦場（二本松塚）
  武蔵塚 620番、
武蔵塚 622番

面積：8,436.00 ㎡

面積： 6,112.54 ㎡（武蔵塚 202 番）
2,022.88 ㎡（武蔵塚 205番）

面積： 307.00 ㎡（武蔵塚 620 番） 
16.52 ㎡（武蔵塚 622 番）

●長久手古戦場
 （武蔵塚）
武蔵塚 906番

●附 御旗山
  富士浦 602番

面積：2,558.29 ㎡ 
面積：2,791.00 ㎡

●附 首 塚
  岩作元門 41番

面積：42.00 ㎡

●附 色金山
  岩作色金 37番 1 
の一部

面積：743.80 ㎡
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（２）指定解説文

昭和 14 年（1939）9 月 7 日文部省告示第四百十号による国指定史跡の事由及び保存
の要件は以下の通りである。

指定の事由    史蹟の部第四及第三ニ依ル（当時は、史跡を史蹟として表示）

保存の要件    碑石ノ毀損及破壊ヲ為サザルコト

樹木ノ伐採及裁植ニ當リテハ十分注意スルコト

※史蹟の部第四及第三とは、

・第四（古城跡、城砦、防塁、古戦場、国郡庁跡其の他政治軍事に関係の深

き史跡）

・第三（古墳及著名なる人物の墓並碑）

長久手古戦場史蹟台帳（その 2） （愛知県史蹟台帳）

長久手古戦場史蹟台帳（その 1） （愛知県史蹟台帳）
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解説（文化庁 国指定文化財等データベースより）

天正十二年小牧戰役中ノ主戰地ニシテ其ノ激戰地點ト認メラルベキハ長久手聚落ノ中心ヨリ西

南方ニ亘レル丘陵地帯ナリ俚人佛ケ根ト總称ス 同年四月九日羽柴秀吉ノ先鋒池田信輝其ノ子

之助及森長可 徳川家康ノ軍ト激戰セシ處ニシテ字佛ヶ根ニハ池田信輝其ノ南方一段低キ地點

字武藏塚ニハ池田之助又其ノ西方約ニ町ヲ距テタル同字地内ニハ森長可ノ墓地アリ何レモ明和

八年十二月建設ノ石標及各家子孫ノ建設ニ係レル顯彰ノ碑石アリ 字城屋敷ハ池田方陣地ト傳

ヘラレ近年迄鎧掛松ト呼バレタル老松アリシガ枯損ノ為今取除カル御旗山ハ字富士浦ニアリ高

約三百尺ノ獨立ノ小山ニシテ頗ル展望ニ富メリ 頂上ニ村社富士社ノ社殿アリ 家康牙旗ヲ立

テタル處ト傳ヘラル 社殿ノ傍ニハ其ノ由來ヲ記セル石標アリ 首塚ハ大字岩作字元門縣道ノ

北側人家ニ圍マレタル中ニアリ高三尺東西十六尺、南北二十尺略方形ニ石垣ヲ組ミ中ニ寳永三

年四月建設ノ首塚ト記セル石標及明治四十三年四月建設ノ首塚碑アリ塚ハ高五尺バカリ上ニ松

槭 ノ樹木繁茂セリ

色金山ハ首塚ノ北約一町安昌寺ノ後方ニアル丘陵ニシテ南西ノ間ニ激戰地點ヲ望見シ得ラル 

丘上ニアル三個ノ自然石ハ古来牀几岩ト呼バレ家康戰況展望ノ際牀几ニ代ヘタルモノト傳ヘラ

ル 傍ニ寳永三年建設ノ御牀机石ト記セル石標及明治四十三年四月建設ノ胡牀石記ト題スル碑

アリ

長久手古戦場史蹟台帳（その 3） （愛知県史蹟台帳）
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（３）指定地の状況

① 所在地と面積

 史跡長久手古戦場の住所・地目・面積については、以下の通りである。（面積は、登

記簿面積） 

② 現況管理体制

土地所有・管理については、以下の通りである。 

名称 住所 所有者 管理者 

長久手古戦場 武蔵塚 202番外 5筆 長久手市 長久手市 

附 御旗山 富士浦 602番 富士社 境内地として長湫区が管理 

附 首塚 岩作元門 41番 石作神社 長久手市※ 

附 色金山 岩作色金 37番 1の一部 石作神社 長久手市 

 ※地元有志

名　　称 指定時住所 住所 地目 地積（㎡）

長久手古戦場 字佛ケ根12 武蔵塚202番 雑種地 6,112.54
字佛ケ根5 武蔵塚205番 雑種地 2,022.88
字佛ケ根19 仏が根1202番 雑種地 8,436.00
字武蔵塚4-1 武蔵塚620番 雑種地 307.00
字武蔵塚4-2 武蔵塚622番 雑種地 16.52
字武蔵塚50 武蔵塚906番 雑種地 2,558.29

附　御旗山 字富士浦41 富士浦602番 境内地 2,791.00
附　首　塚 岩作元門41 岩作元門41番 原　野 42.00
附　色金山 岩作色金37番1の一部 岩作色金37番1の一部 山　林 743.80
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③ 指定範囲

指定範囲（長久手古戦場／武蔵塚 202番・205番、仏が根 1202番【勝入塚・庄九郎
塚】）の確定図

※指定地の実測面積と登記簿面積は異なる。 
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指定範囲（長久手古戦場／武蔵塚 620番・622番【二本松塚】）の確定図

指定範囲（長久手古戦場／武蔵塚 906番【武蔵塚】）の確定図
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指定範囲（附 御旗山）の確定図

指定範囲（附 首塚）の確定図
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指定範囲（附 色金山）の確定図
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（４）指定地の現況-１（長久手古戦場／武蔵塚 202番・205番、仏が根 1202番【勝入塚・
庄九郎塚】）

① 地 形

 現況地形は、指定当初から改変等は概ね行われていないと考えられ、明治・大正時代

の地形図と比較しても、特徴的な南西から北東ヘ向かう尾根は現在も残されている。

 隣接する「古戦場公園」の地形を見ると、指定地との境界線から外側が造成されてい

るのがわかり、指定地への影響を避けた造成が行われたと考えられる。

図 ‐ 現況地形図（H28調査） 

勝入塚 

庄九郎塚 
尾根線 

谷 線 

石 碑 
勝入塚 

庄九郎塚 

仏ケ根池 

【明治44年(1911) 地形図】 

地形の改変が 
行われた箇所 

里道 

指定地との境界を示す 
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現在の地形（前頁参照）と「古戦場公園」が建設された当時の地形を比較してみる

と、指定地内での地形の改変は見られない。

図 ‐ 昭和 62年(1987)遊歩道整備位置図 

【庄九郎塚周辺の地形】

【勝入塚周辺の地形】

①勝入塚から北方向の園路

②北東角から見た長久手古戦場の地形

③北東樹林から見た勝入塚 

④勝入塚東から見た樹林地 

⑤勝入塚西側の赤松と桜が生育する斜面地

⑥谷地形（右側が指定地） ⑦中央の樹林地の奥に庄九郎塚がある 

⑤

⑥

⑦

④

③

②

遊歩道 

写真撮影位置 
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平成 28年調査現況地形図と昭和 62年地形図の合せ図を比較してみると、古戦場公
園の庭園（縮景）と芝生広場の地形が大きく変わっているのがわかる。指定地内での改

変はあまり見られない。

昭和 62年等高線 

図 ‐ 昭和 62 年地形図と平成 28年地形図の合せ図 

昭和 63年等高線 

指定地との境界を示す 
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② 現況植生

 現況植生は、指定地に隣接する「古戦場公園」及び公園内の市所有の未指定地と一体

的に見えることから、区域全体を調査した。

1.構成種
絵図等に見られるクロマツ（81本）、アカマツ（42本）があり、その他にコナラ（105
本）、ヒサカキ（197本）、ネズミモチ（89本）、イロハモミジ（73本）、ハゼノキ（64
本）、カクレミノ（44 本）、クロガネモチ（35 本）、園芸種であるソメイヨシノ（361
本）が主要なものである。 低木では、サツキツツジが多く、次いでヒラドツツジ、カ

ンツバキ、ドウダンツツジで、これらは公園内に植栽されたものである。 草本類は

樹木が成長して下層に日が当たらないためかネザサが一部に見られる程度である。

2.樹木の特徴
 合戦時もあったと考えられるクロマツやアカマツ、コナラ、ヒサカキなども見られ、

合戦時の風景が感じられる。

また、ソメイヨシノが多く植えられている。

3.樹木の状態
松類は、防虫対策等の管理も見られるが、松枯れも見られた。最も多く植えられて

いるソメイヨシノは老木化が見られ腐朽しているものもある。

 全体的に生育は良いが、下枝が伸び、見通しを悪くしたりしている場所も多い。

 もっとも大きな問題は、石碑周りに成長した樹木である。根茎が石碑に影響を与え

ないようにすることや、落枝による損傷を防ぐなどの丁寧な管理が必要である。
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図 ‐ 現況植生図（H28調査） 

指定地との境界を示す 
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番号 樹 種 名 H C 本立 W 本数 単位 備  考
435 クロマツ 8.0 0.82 2.0 1 本

436 ヒサカキ 1.2 0.5 1 本

437 ヒサカキ 1.1 0.5 1 本

438 サツキツツジ 0.3 0.5 1 株

439 サツキツツジ 0.5 0.2 1 株

440 イロハモミジ 3.5 0.41 2.5 1 本

441 ヤマザクラ 4.5 0.48 3.5 1 本

442 サツキツツジ 0.6 0.6 1 株

443 ヒサカキ 1.0 0.6 1 本

444 クロマツ 7.0 0.84 1.5 1 本

445 ヒノキ 8.5 1.47 2 4.0 1 本

446 ヒサカキ 3.0 0.42 2.0 1 本

447 ヒサカキ 3.0 0.28 6 2.0 1 本

448 ハゼノキ 0.5 0.20 1.5 1 本

449 ヒサカキ 3.0 0.21 1.5 1 本

450 イヌツゲ 1.4 0.6 1 本

451 イロハモミジ 3.0 0.42 2.5 1 本 Ｃ＝0.4で計測

452 ヒサカキ 2.5 0.17 3 1.0 1 本

453 ヒサカキ 1.5 0.11 3 1.0 1 本

454 ヒサカキ 2.0 0.10 1.0 1 本

455 ヒサカキ 2.0 0.13 2 0.6 1 本

456 ヒサカキ 2.0 0.08 0.5 1 本

457 ヒサカキ 3.0 0.18 2 1.3 1 本

458 アカマツ 12.0 1.60 4.0 1 本

459 ヒサカキ 4.0 0.46 1.8 1 本

460 ソメイヨシノ 4.5 0.40 3.5 1 本

番号 樹 種 名 H C 本立 W 本数 単位 備  考
1193 ヒノキ 14.0 1.68 6.5 1 本

1194 ヒサカキ 4.0 0.55 2 5.0 1 本

1195 アカマツ 13.0 1.32 9.0 1 本

1196 モッコク 6.0 0.70 5.0 1 本

1197 ヒノキ 13.0 0.94 4.0 1 本

1198 ソメイヨシノ 11.0 0.66 7.0 1 本

1199 シャシャンボ 5.5 1.12 6 6.0 1 本

1200 ヒサカキ 4.0 0.23 3.0 1 本

1201 ヒサカキ 3.5 0.42 3.0 1 本

1202 ヒサカキ 3.5 0.46 2 3.0 1 本

図 ‐ 勝入塚の現況植生（H28 調査） 

図 ‐ 庄九郎塚の現況植生（H28 調査） 
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③現況土地利用

指定地は、隣接する「古戦場公園」と土地利用上や機能面でも密接に関わっている。

古戦場公園内の「長久手市郷土資料室」は、史跡長久手古戦場のガイダンス機能的な役

割としても利用されている。駐車場は、郷土資料室を含めた長久手古戦場野外活動施設

や古戦場公園の利用者が使用している。

指定地 

市有地 
(駐車場等) 

都市計画公園 
古戦場公園 

市有地 
(広場や緑地) 

図 ‐ 土地利用区分図（H28 調査） 

指定地との境界を示す 
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史跡見学や歴史学習等を目的とした来訪者は、「長久手市郷土資料室」で長久手合戦の

史料やジオラマなどを見学した後、指定地内の石碑などを見学している。

また、指定地境界周りには柵等もなく、どこからも入れる状態であり、周辺住民によ

る日常の散策などの公園的利用もなされている。

周辺住宅地から 周辺住宅地から 

周辺住宅 
地から 

周辺住宅地から 

周辺住宅地から 

リニモ長久手古戦場駅から 

リニモ長久手古戦場 

駅、大型商業施設か
ら 

勝入塚 

庄九郎塚 

長久手市役所方面 

主要地方道名古屋・ 
長久手線方面 

日進市方面

周辺住宅地から 

リニモ長久手古
戦場駅から

広 場 

長久手市郷土資料室 

駐車場 

芝生広場 

石 碑 

主動線(園路) 

出入口 

動線(里道) 

歩道(園路) 

図 ‐ 現況動線図（H28 調査） 

指定地との境界を示す 
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現況施設配置  ※数字は現況施設一覧の番号を示す。

図 ‐ 現況施設配置図（H28 調査） 

指定地との境界を示す 
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施設一覧
表 ‐ 現況施設一覧（H28 調査） 

位置 番号 名　称 外寸(W×H×T),単位はcm 素材 数量 単位 備　　考

1 石碑 勝入塚 石製 1 式 記念碑

2 石造物-1 37×44×30 花崗岩製 1 基 用途不明

3 石造物-2 50～35×43×20 花崗岩製 1 基 用途不明

4 石造物-3 32×50×30 花崗岩製 1 基 用途不明

5 解説板 149×84、板（82×75) ＳＵＳ製 1 基 石碑解説

6 標柱 □15×108 鋼製 1 基

7 立看板 可動式、24×40 木製 1 基

8 砕石舗装 砕石と土 735 ㎡ 面積は概数

9 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ土留 5.5×60、ｈ＝9～80 コンクリート製 6.6 ｍ 境界沿い土留め

10 ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 □12 コンクリート製 60.0 ｍ 舗装止め

11 擬木丸太縁石 φ10 擬木製 41.8 ｍ 散策路明示

12 擬木柵 φ12、ｈ＝54 擬木製、チェーン付 41.8 ｍ 散策路明示

13 車止め φ12.5、ｈ＝55 擬木製 43 基 不法駐車対策と進入防止

14 ベンチ 40×197 合成木材製 2 基 内1基は地中埋没

15 擬木ベンチ 座面；40×150、脚；φ28 擬木製 1 基

排水施設

16 集水桝 □80、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 コンクリート製 2 基

17 排水管 φ20 塩化ビニール製 3 ｍ 道路桝へ排水

●電気設備・給水設備・汚水設備、占用施設はない

位置 番号 名　称 外寸(W×H×T),単位はcm 素材 数量 単位 備　　考

1 石碑 庄九郎塚 石製 1 式 記念碑

2 石碑 柱；17×15、笠石；35×34 花崗岩製 1 基

3 角石 130～97×67×55 花崗岩製 1 基 門石

4 角石 90×70×90 花崗岩製 1 基 門石

5 石柱 □160、ｈ＝65（文字有） 花崗岩製 1 基

6 解説板 149×84、板（82×75) ＳＵＳ製 1 基 石碑解説

7 標柱 □15×108 鋼製 1 基

8 立看板 可動式、24×40 木製 1 基

9 砕石舗装 砕石と土 ㎡ 面積は概数

10 石積 ｈ＝210～100 間知石花崗岩製、谷積 ｍ

11 擬木丸太縁石 φ10 擬木製 ｍ 散策路明示、土留め

12 擬木柵 φ12、ｈ＝54 擬木製、チェーン付 ｍ 散策路明示

13 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 ｔ＝5平均 コンクリート製 ㎡

14 石縁石 不定形 花崗岩等 ｍ

15 石階段 花崗岩製 1 基

16 擬木ベンチ 座面；40×150、脚；φ28 擬木製 4 基

17 四阿 420×420 擬木製 1 基 一部が史跡内

18 石碑(公園名板) 石柱；80×73、台座；220×210 花崗岩製 1 基 一部が史跡内

19 時計塔 93×43 タイル、石材等 1 基

20 車止め 50×50 コンクリート製 2 基

排水施設 柱；鋼管φ180,屋根；ポリカ製

21 集水桝 □520 コンクリート製 2 基

22 Ｕ型側溝 Ｕ-180 コンクリート製 ｍ

占用施設

23 支線(中部電力) 3 箇所

24 都市ガス管 3 ｍ 郷土資料室へ

●電気設備、給水設備、汚水設備はない

工作物

工作物

勝
入
塚
内

庄
九
郎
塚
内
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現況施設写真（H28 年撮影） 番号は施設一覧表の番号を示す。

[ 1 勝入塚 ] 

[ 8 砕石舗装と 2・3・4石造物 ] 

[ 5 解説板 ] [ 6 標柱 ] [ 7 立看板 ] 

[11 擬木丸太縁石と 12擬木柵] 

[ 14・15 ベンチ ] 

[ 16 集水桝と 13車止め ] 

[2 石造物-1 ] [3・4石造物-2,-3 ] 

[ 1 勝入塚 明和の碑 ] [ 1 勝入塚 明治の碑 ] 
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現況施設写真（H28 年撮影） 番号は施設一覧表の番号を示す。

[1 庄九郎塚] 

[1 庄九郎塚 明治の碑と明和の碑] 

[2 勝道九兵衛の碑] [2 勝道九兵衛の碑から見た庄九郎塚] 

[3・4角石と 15石階段] 

[5 石柱] [史跡地外の石柱] 

[6 解説板] [7 標柱] [8 立看板] 

[1 庄九郎塚 明治の碑] 

[1 庄九郎塚 石碑] 
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[10 石 積] [9 砕石舗装と 11擬木丸太縁石] [11 擬木丸太縁石と 12擬木柵] 

[13 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(ｱｽﾚﾁｯｸ遊具跡)] [16 擬木ベンチ] [17 四 阿] 

[18 石碑(公園名板-1)] 

[19 時計塔] 

[23 支線(中部電力)占用] 
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指定地周辺の施設写真（H28 年撮影）【 古戦場公園 】

[長久手市郷土資料室] [和弓場] 

[1 階展示室] [2 階展示室]

[長久手市郷土資料室 案内図] 

[庭園と芝生広場（縮景）] 
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[郷土資料室南側広場] [庄九郎塚北西側広場] [四阿周辺] 

[古戦場公園南側歩行者入口] 
（公園名板-2） 

[古戦場公園東側入口] [古戦場公園東側歩行者入口]

[古戦場公園東側外周] 

[勝入塚南の里道（東側）] [勝入塚南の里道（西側）] [指定地西側隣接地(駐車場)] 
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石碑の詳細調査（H28 年調査・写真撮影）【 勝入塚 】

■ 施設の概要

[勝入塚 オルソー平面] 

明治の碑 

明和の碑 

石 柵 
石 段 

石碑(上部
破損) 

名　称 建設年 規　模 単位 数量 備考

明和の碑 明和8年（1771）建立 17.5cm×17.5cm、h＝122cm（花崗岩） 基 1

明治の碑 明治24年（1891）建立 170cm×35～90cm、ｈ＝202cm（安山岩） 基 1

石碑（石柵内） 上部破損 不明 基 1

石組面積 明治24年（1891）か 野面石 ㎡ 73.2

石柵 明治24年（1891）か 花崗岩石柱28本（一部ｺﾝｸﾘｰﾄ補修） ｍ 24.7
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[正 面] [右側面]

[背面] [左側面]

[ 平 面 図 ]
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[明治の碑 正面] 
 高さ；202cm、安山岩 

[明和の碑 正面] 
高さ；122cm、花崗岩

[明治の碑 右側面] 

[明治の碑 背面] 

[明和の碑 背面]

[明治の碑 左側面] 

【 石碑／明和の碑 】
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【 石碑／明治の碑 】

[明和の碑 右側面]

[明和の碑 左側面]
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【 石柵 】（15cm×15cm、H=1m、横鉄筋 2 段、延基礎;ｺﾝｸﾘｰﾄ製）

[正面]（全て花崗岩製、補修痕なし） [右側]（3本花崗岩製、9本ｺﾝｸﾘｰﾄ製） 

[背面]（全て花崗岩製、3本補修痕あり） [左側]（全て花崗岩製、補修痕なし、 
左から 5本目文字刻込有） 

[西面のｺﾝｸﾘｰﾄによる作り変え状況] [背面のコーキングによる修復状況] 

[左側の石柱に入れられた文字] 

[背面左角に赤松がくい込んだ石柱] 
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[背面左角の赤松がくい込んだ石柱] 

[勝入塚 4方向オルソー立面] 

[明和の碑 4方向オルソー立面] 

約 5 度

[正 面] [背 面] 

[正 面] [背 面] [右側面] [左側面] 

[正 面] [背 面] [右側面] [左側面] 
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石碑の詳細調査（H28 年調査・写真撮影）【 庄九郎塚 】

■ 施設の概要

■ 施設の概要

[庄九郎塚 オルソー平面] 

勝道九兵衛の碑 

明治の碑 

明和の碑 

石碑(石柵内) 

石 柵 

主要樹木 

名　称 建設年 規　模 単位 数量 備考

明和の碑 明和8年（1771）建立 15cm×15cm、h＝130cm（花崗岩） 基 1

明治の碑 明治24年（1891）建立 165cm×32cm、ｈ＝190cm（安山岩） 基 1

勝道九兵衛の碑 昭和16年（1937）建立 17cm×15cm、ｈ＝140cm（花崗岩） 基 1

石碑（石柵内） 不明 16cm×16cm、ｈ＝44cm（花崗岩） 基 1

石組面積 明治24年（1891）か 野面石 ㎡ 40.5

石柵 明治24年（1891）か 花崗岩石柱28本（一部ｺﾝｸﾘｰﾄ補修） ｍ 19.0
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[正 面] [右側面] 

[背面] [左側面] 

[ 平 面 図 ] 
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[明和の碑 右側面] [明和の碑 左側面] 

[明治の碑 正面] 
高さ；190cm、安山岩 

[明治の碑 背面] 
（文字なし） 

[明治の碑 右側面] [明治の碑 左側面] 
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【 石碑／明和の碑 】

【 石碑／明治の碑 】

[明和の碑 正面] 
高さ；130cm、花崗岩

[明和の碑 背面] 
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[勝道九兵衛の碑 正面] 
 高さ；104cm、花崗岩 

[勝道九兵衛の碑 右側面] 

[勝道九兵衛の碑 背面] [勝道九兵衛の碑 左側面] 

[石柵内の碑] 
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※この碑は、字鴉ケ廻間の山林に

あったが、区画整理事業のため、

昭和 57 年、この地に移された。

【 石碑／勝道九兵衛の碑 】

【 石碑／その他の碑 】
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【 石柵 】（15cm×15cm、H=1m、横鉄筋 2 段、延基礎;ｺﾝｸﾘｰﾄ製）

[正面]（全て花崗岩製、3本補修痕あり） [右側]（8本花崗岩製、内 2本ｺﾝｸﾘｰﾄ補修、 
4本コーキングによる補修痕あり） 

[左側]（花崗岩製、1本コーキングによる補修痕あり） [背面]（花崗岩製、内 1本ｺﾝｸﾘｰﾄ補修、 
1本コーキングによる補修痕あり） 

[ｺﾝｸﾘｰﾄによる補修] [コーキングによる補修] 
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[庄九郎塚 4方向オルソー立面] 

[明和の碑 4方向オルソー立面] 

[正 面] [背 面] 

[正 面] [背 面] [右側面] [左側面] 

[正 面] [背 面] [右側面] [左側面] 


